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子どもの発達に資するもの（機能性）

子どもの権利としての絵本・本環境

保育・幼児教育の投資効果に関する議論と政策

子どもにとっての絵本・本の意味

乳幼児保育・教育の質の重要性

保育・幼児教育施設の急増・利用児童数増加

育ちの場としての重要性の高まり（低年齢・長時間化）

保育・幼児教育の質の観点の一つとしての絵本・本環境

異なる施設形態を対象に、全国規模で実態調査を実施

1. 小中学校と比べて冊数・予算が少ない
2. 施設による格差が大きい（新設園・小規模園）
3. 保育者の約半数は蔵書・予算を十分と認識
4. 絵本購入のための補助金を提供している自治体は少ない
5. 近隣施設（主として図書館）もまた、

乳幼児の絵本・本環境を支える役割を果たしている

＜今後の共同研究の展開＞

【実験研究】
絵本とデジタルメディア

 経験・体験の違い
 発達に対する効果のあ

り方における差異

【調査研究】
園・クラスと家庭の実態

 クラスにおける実践・
取り組み

 家庭の絵本・本環境お
よび読み聞かせ

【事例研究】
実践事例の収集と
絵本の意味探究

 国内外の優れた実践事
例の収集

 絵本・本の価値や意味
およびそれらの歴史的
変遷に関する文献調査

☆絵本・本を含む子どもにとってのマルチメディア環境のあり方について、
異分野融合・実証科学的研究を、共同で展開していく



発表概要

1. 調査の背景
① 絵本・本と子どもの育ち・発達に関する先行研究

② 保育に関する世界的な動向と我が国の実態

③ 保育・幼児教育における絵本・本の位置づけ

2. 調査結果の報告
① アンケートの構成、対象となった施設、回収率

② 調査結果のポイント

③ 実践・政策への示唆

3. 今後の展望
① 調査研究

② 実験研究

③ 事例研究
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１．調査の背景：①絵本・本と子どもの育ち・発達に関する先行研究

子どもにとって絵本・本は、子どもの育ち・発達に資するものである（機能性）

a. 言語発達

•言語音、語彙、文法等の獲得

•リテラシーの基盤形成

b. 社会性・情緒的発達

• “感情にまつわるリテラシー”の獲得

c. 読書への意欲・関心

•就学前の読書習慣

→それ以降の読書習慣へ
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１．調査の背景：①絵本・本と子どもの育ち・発達に関する先行研究

「絵本・本を読むこと」は子どもの権利である

絵本・本へのアクセス、読む本を選ぶこと、
読むために支援を受けることを基本的人権
として捉えようとする運動が行われている
（例えば、International Literacy 
Association, 2018）

 そこでは、教育・発達に対する意義に加え
て読むことそれ自体を楽しむことの重要性も
明記されている
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１．調査の背景：②保育に関する世界的な動向と我が国の実態
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• 保育・幼児教育への投資効果に関する議論

• 幼児教育の無償化（日本）

保育・幼児教育の重要性

に対する世界的な注目

• 保育・幼児教育施設の急増

• 施設利用児童数の増加

• 施設利用の低年齢化・長時間化

子どもの「育ちの場」としての

就学前施設の役割の増大

保
育
・
幼
児
教
育
の

「
質
」
の
議
論
へ



１．調査の背景：②絵本・本と子どもの育ち・発達に関する先行研究

保育・幼児教育の重要性に対する世界的な注目

幼児教育の無償化（2019年10月～）
少子化対策としての幼児教育無償化

 我が国では就学前施設への就園率は高いものの、保護者の費用負担が重いこ
とが指摘されてきたことから

就学前教育へのアクセスの保障も意図した政策でもある

 幼児教育・高等教育無償化の制度の具体化に向けた方針 （平成30年12月
28日関係閣僚合意）において、「幼児教育は生涯にわたる人格形成の基礎を
培うものであり、子供たちに質の高い幼児教育の機会を保障することは極めて
重要である」ことが指摘されている
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１．調査の背景：②絵本・本と子どもの育ち・発達に関する先行研究

我が国の保育・幼児教育の実態と課題
1. 保育施設の急増

2. 就学前の教育・保育施設の利用児童数の増加

3. 保育・幼児教育施設の利用時間の長時間化

より多くの保育・幼児教育施設で、より多くの子どもたちが、より長く過
ごすようになっている

➡子どもの「育ちの場」としての重要性が増大していると考えられる
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１．調査の背景：②絵本・本と子どもの育ち・発達に関する先行研究

子どもの「育ちの場」としての就学前施設の役割の増大

 家庭での絵本・本環境は二極化していると考えられる（20冊以下の家庭が約5割）

 保育・幼児教育施設は子どもの絵本・本へのアクセスを保障する重要な役割を担っている

9
幼児期から小学1年生の家庭教育調査 報告書 [2012年]より



１．調査の背景：②絵本・本と子どもの育ち・発達に関する先行研究

保育・幼児教育における絵本・本の位置づけ

幼児教育要領、保育所保育指針、認定こども園教育・保育要領
（およびそれらの解説）における位置づけ
 「言葉」の領域の中で、絵本・本に親しむ環境を通じて言葉や情緒を養うこと
が奨励されている

保育・幼児教育の質の議論を行う上で、
絵本・本環境はその観点の一つを構成することを示す
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１．調査の背景：②絵本・本と子どもの育ち・発達に関する先行研究

保育・幼児教育における絵本・本の位置づけ

保育・幼児教育施設における絵本・本環境の実態については
全国調査に基づく実証データ不在

⇔義務教育段階の施設における絵本・本環境の実態
全国学校図書館協議会(2019)

 調査時期：2019年6月

 調査対象：全国の小・中・高校から都道府県ごとに３％無作為抽出

 回答校数および回収率：小学校279校（43.9％）／中学校155校（46.1％）

 蔵書数：小学校では10,335冊、中学校では11,579冊

 年間予算：平均49.8万円、中学校では58.7万円
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参照値として重要



２．調査結果の報告：
①アンケートの構成、対象となった施設、回収率

実施時期：2019年10月上旬～10月31日

実施方法：ポプラ社DMにアンケートを同封
保育・幼児教育施設33,566園（施設）

 幼稚園9,733：国立51、公立3,730、私立5,952
（令和元年度総数 10,070（国立49、公立3,483、私立6,538）

 認可保育所22,981：公立8,780、私立14,701
（平成31年度 23,573；保育所型認定こども園の保育所部分を含む）

 認証保育所852：私立852

※なお、今回の調査では回答方法による施設の特定を避けるため、
施設の属性（公立・私立, 公営・民営）を尋ねる項目は設けなかった

回答方法：
 FAXでCedepに返送、またはCedepのウェブサイト上で入力・回答を行った





２．調査結果の報告：
①アンケートの構成、対象となった施設、回収率

回収率：回収率3.1％（計1,042園／送付33,566園）
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２．調査結果の報告：②調査結果のポイント

 参考値：小学校では1校あたり平均10,335冊、中学校では11,579冊
2019年度学校図書館調査報告（全国SLA研究調査部）
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50冊未満

50－100冊未満

100－300冊未満

300－500冊未満

500-1000冊未満

1000-1500冊未満

1500-2000冊未満

2000冊以上

無回答

Q 園で所有している「絵本」のおおよその冊数を教えてください。（単一回答）

(%)
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２．調査結果の報告：②調査結果のポイント

Q 園で所有している「絵本」のおおよその冊数を教えてください。（施設形態別）
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認可保育所 幼稚園 認定こども園

• 300冊未満と回答があったのは、認可保育所では30.8%であったのに対して、
幼稚園では9.8%、認定こども園では7.7%であり、施設形態によって蔵書数に差が見られた。 16

(%)



２．調査結果の報告：②調査結果のポイント

17

Q 1年間の「絵本」の平均購入予算を教えてください。（単一回答）
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1－5万円未満
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30万円以上

無回答 (%)

• 参考値：小学校では平均49.8万円、中学校では58.7万円
2019年度学校図書館調査報告（全国SLA研究調査部）



２．調査結果の報告：②調査結果のポイント
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Q 1年間の「絵本」の平均購入予算を教えてください。（単一回答）
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• 年間予算が5万円未満の施設は
認可保育所で60.4％、幼稚園で55.0%、認定こども園で41.1％となっていた

(%)



２．調査結果の報告：蔵書数・予算の概算と施設による比較

1施設あたりの
子ども人数
（単位：人）

1施設あたりの
平均蔵書数
（単位：冊）

子ども一人あたりの
平均蔵書数
（単位：冊）

1施設あたりの
年間予算の平均
（単位：円）

子ども一人あたりの
年間予算の平均
（単位：円）

認可保育所 93.2 718 7.7 59,055 615

幼稚園 119.1 1,465 12.3 71,661 583

認定こども園 132.2 1,311 9.9 76,012 641

小学校 322.7 10,335 32.0 498,000 1,543

中学校 314.8 11,579 36.8 587,000 1,865

19

※1 小学校・中学校の1施設あたり人数は学校基本調査（令和元年度）における児童・生徒数÷学校数で概算
※2 小学校・中学校の子ども一人あたり平均蔵書数・年間予算の平均値は、全国学校図書館協議会（2019）調査結果における

1校あたりの蔵書数および1校あたりの年間予算を、※1で概算した1校あたりの児童・生徒数で割ったもの
※3 認可保育所、幼稚園、認定こども園における蔵書数および子ども一人あたりの平均蔵書数は以下の方法で算出した概算値である：

蔵書数概算方法…「50冊未満」を25冊、「50-100冊未満」を75冊、「100-300冊未満」を150冊、「300-500冊未満」を400冊、「500-1000冊未満」を750冊、

「1000-1500冊未満」を1250冊、「1500-2000冊未満」を1750冊、「2000冊以上」については具体的な数値の記入がない場合には2000冊、ある場合には
記入された数値を用いた。子ども一人あたりの平均蔵書数計算方法…1施設あたりの平均蔵書数の概算値を、本調査において回答された施設人数の平均値で割ることで算出

※4 認可保育所、幼稚園、認定こども園における年間予算の平均および子ども一人あたりの年間予算の平均値は以下の方法で算出した概算値である：
1施設あたりの年間予算の平均値概算方法…「1万円未満」を5,000円、「1-5万円未満」を25,000円、「5-10万円未満」を75,000円、
「10-20万円未満」を150,000円、「20-30万円未満」を250,000円、「30万円以上」を300,000円と置き換えて計算した。
子ども一人あたりの年間予算の平均値は、1施設当たりの年間予算の平均値を本調査において回答された施設人数の平均値で割ることで算出



２．調査結果の報告：②調査結果のポイント

20

Q 園の所在する市町村・都道府県に「絵本」を購入するための補助金等はありますか？

☆幼稚園について、自治体の補助金があるとする割合がやや高いが、
大部分の施設でそうした補助はないと回答している
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22.9 

9.0 

93.2 

77.1 

91.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認可保育所

幼稚園

認定こども園

はい いいえ



２．調査結果の報告：②調査結果のポイント
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Q 園における「絵本」の蔵書数は、十分だと思いますか。（単一回答）

23.4 43.5 23.2 7.8 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない 無回答

19.6 

45.3 

26.0 

9.1 

32.7 

43.0 

19.3 

5.0 

29.1 

43.0 

20.3 

7.6 

そう思う

ややそう思う

ややそう思わない

そう思わない

認可保育所 幼稚園 認定こども園

(%)

☆認可保育所では「そう思う」の割合が少ないが
全体としては半数の施設で蔵書が十分と回答していた
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２．調査結果の報告：②調査結果のポイント
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Q 今年度の「絵本」の購入予算は、 十分だと思いますか。（単一回答）

23.4 37.2 25.8 10.0 3.6 
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(%)

☆認可保育所では「そう思う」の割合が少ないが
全体としては半数の施設で予算が十分と回答していた



２．調査結果の報告：②調査結果のポイント
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園の「蔵書数」と「近隣施設の活用頻度」との関連

☆蔵書数が少ない施設ほど、近隣施設（図書館）の絵本を活用する頻度が高い
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そうした場所はあるが、特に利用していない そうした場所はない (%)



２．調査結果の報告：②調査結果のポイント
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活用されている近隣施設

☆地域の図書館は、就学前の子どもたちの絵本・本環境として重要である

(%)

Q 上記の質問で、活用していると回答した園に、それはどのような場所ですか。
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学校

保育・幼児教育施設

子育て支援関連施設

その他公共施設

その他



２．調査結果の報告：③実践・政策への示唆
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乳幼児期の子どもの育ちや発達、ならびに絵本・本を読む権利を意識して、
園やクラスの絵本・本の環境構成を行っていく必要がある
→蔵書数や予算が十分かどうかというところから

設立後間もない施設では特に絵本・本環境の拡充を意識する必要がある
（絵本・本のための自治体の助成などが検討対象）

園の近くにある図書館等の施設も巻き込み、地域全体で、乳幼児期の子どもの絵
本・本環境の充実を考えていく必要がある

園での絵本・本環境づくりに向けた研修の作成・実施に加えて、子ども自身が購入
する絵本・本選びに参与する園ではどのような実践が行われているか事例を収集す
る必要がある



３．今後の展望：①調査研究

就学前施設の各クラス、および家庭の絵本・本環境の実態と課題を
把握するための調査を実施していく予定

クラスの保育者を対象としたウェブ調査（2019年度中に実施予定）
個々のクラスの絵本・本環境の実態や課題を、より詳しく聴取する

学年・学齢による実態や課題も把握する

家庭における絵本・本環境調査（2020年度に実施予定）
家庭での絵本・本環境の実態や課題を明らかにする
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３．今後の展望：②実験研究

 ウェアラブル・アイトラッカー（視線計測装置）を用いて絵本の読み聞かせと、
ナレーション・アニメーション動画視聴時の情報収集方略や相互作用の違いを研究

実験１：
 保護者による読み聞かせ時と、タブレットにページが表示され、
ナレーションが自動で流れる時の、視線行動や親子のやり取りの違いを比較

 ５～６歳の親子30組を対象に実験を実施中

実験２：
 実験者による絵本読み聞かせ時と、動画視聴時の、視線行動の違いを比較

 5歳児30名を対象に実験計画中

脳活動計測（来年度以降実施予定）
 動画視聴時と絵本読み聞かせ時の脳波等の違いを計測
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親子の視線同時計測
は世界初の試み



実験１の様子



３．今後の展望：③事例研究

日本国内・海外における優れた絵本・本環境構築に向けた取り組み
の事例収集・調査

1. 国内外の事例研究：自治体や保育・幼児教育施設における、就学前の子ど
もの絵本・本環境の拡充に向けた取り組みを調査
 海外：現地研究者・専門家へのヒアリング・アンケート

 国内：各自治体における絵本・本購入のための助成制度や、図書館との連携に関する取り
組みを文献やヒアリング調査を通じて検討

2. 子どもにとっての絵本・本の価値の変遷に関する文献調査：
 子どもにとって「絵本・本」「絵本・本を読むこと」は、実践や理論を通じてどのように意味づけら
れ（歴史的変遷）、現在どのような意味づけがなされているのかについて、文献調査を実施
（米国および日本の事例）
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